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ス
ス
だ
ら
け
の
チ
ビ
ッ
子
鬼

ワ
ッ
シ
ョ
イ
／
ワ
ッ
シ
ョ
イ
／
お
盆

の
十
四
日
、
久
富
区
に
約
四
百
年
前
か

ら
伝
わ
る

″盆
網
引
き
″
が
行
わ
れ
、

全
身
に
ス
ス
を
塗
っ
て
真
っ
黒
に
な
っ

た
子
鬼

（縄
の
窟
）
は
か
ま
を
付
け
た

小
学

生
＝
約

五
十
人

）
が
、
元
気

い

っ

ぱ

い
盆
網
を
引

き
回

っ
た
。

煙
突

の
ス
ス
は
、
大
牟

田
市

の
炭
抗

社
宅

の
共
同
浴
場

か
ら
取
り
寄

せ
た
。

■

こ

よ

み

■

１
日
　
西
牟
田
三
柱
神
社
夏
期
祭
り

２
日
　
選
挙
管
理
委
員
会

５
日
　
農
業
委
員
会

６
日
　
「救
急
の
日
」
パ
レ
ー
ド
・
街

頭
指
導

７
日
　
筑
後
地
区
マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
祭

１０
国
　
民
生
委
員
会
　
□
青
少
年
問
題

懇
親
会
　
□
筑
後
校
区
献
血

・３
日
　
ち
っ
ご
祭
り

（１４
日
ま
で
）

・４
日
　
消
防
団
消
防
操
法
大
会

・５
日
　
敬
老
の
日
　
□
濤
口
千
燈
明
祭

・６
日
　
老
人
福
祉
大
会

・９
日
　
猪現
後
地
区
危
険
物
安
全
協
会
長

会
議

２．
日
　
第
２９
回
福
岡
県
民
体
育
大
会

２６
日
　
行
政
区
長
会

今
月
の
税
　
水
利
地
益
税
　
　
第
１
期

国
民
健
康
保
険
税
第
３
期

国
民
年
金
保
険
料
第
２
期
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長
い
老
後
を
ど
う
生
き
る
か
ト
ー

″人
生
八
十
年
ノ／
時
代
を
む
か
え
て
、

わ
た
し
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
真
剣
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題

で
す
。
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
大
幅
に
延
び
、
現
在
六
十
五
歳
の
人
の
平
均
余

命

（
あ
と
平
均
し
て
何
年
の
余
命
が
あ
る
か
）
は
男
性
で
約
十
六
年
、
女

性
で
十
九
年
で
す
。
い
ま
や
″余
生
″と
い
う
よ
う
な
人
生
五
十
年
時
代
に

つ
く
ら
れ
た
考
え
方
や
生
き
方
は
、
大
き
な
見
直
し
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

人
生
八
十
年
時
代
の
豊
か
な
老
後
生
渚
と
は
？
　
一二
浦
文
夫

・
日
本
社

会
事
業
大
学
教
授
に
お
話
を
お
聞
き
す
る
と
と
も
に
、
家
庭
、
地
域
社
会

で
汚
躍
す
る
二
人
の
お
年
寄
り
を
ル
ポ
し
ま
し
た
。

冒長い老後をどう生きるか :

訓 脚 脚 l ll脚 脚 剛 剛 脚 剛 剛 脚 Ⅲ ll脚
人 生 80年 時 代 を む か え て

健
康
は
自
立
自
助
の
基
本

人
間
で
あ
れ
ば
だ
れ
し
も
、
死
ぬ
ま

で
自
立
自
助
の
精
神
で
、

つ
ま
り
他
人

の
お
世
話
に
な
ら
ず
に
過
ご
し
た
い
と

い
う
の
が

一
つ
の
目
標
で
あ
り
、
願

い

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

自
立
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず

健
康
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
健
康

づ
く
り
は
他
人
に
頼
る
べ
き
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
自
身
の
努
力
の
成

果
と
し
て
現
わ
れ
て
く
る
も
の
で
、
そ

の
意
味
で
も
健
康
は
自
立
自
助
の
基
本

と
い
え
ま
す
。

男
の
自
立
はま
ず
家
事
か
ら

男
の
自
立
―
―
社
会
的
に
は
職
業
人

と
し
て
自
立
し
、
経
済
的
に
も
家
族
を

抱
え
て
人
並
の
生
活
を
維
持
し
て
い
る

人
が
、
こ
と
日
常
生
活
の
面
で
は
奥
さ

ん
に
す

っ
か
り
依
存
し
て
い
る
場
合
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
家
事
や
近
隣
社

会
の
付
き
合

い
は
こ
と
ご
と
く

″女
房

任
せ
々
で
、
自
分
は

″仕
事
人
間
″
を

決
め
こ
ん
で
い
る
の
で
す
。
こ
れ
で
は
、

一
人
の
人
間
と
し
て
自
立
し
て
い
る
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
生
活
者
と
し
て
の
存

在
感
が
希
薄
な
の
で
す
。

女
性
の
自
立
は
社
会
的
な
も
の
で
す

が
、
男
の
場
合
は
、
自
分
自
身
の
自
立

の
問
題
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
老
後
を
ど

う
生
き
る
か
に
つ
な
が
る
大
事
な
問
題

な
の
で
す
。

行
政
が
一眉
代
わ
り
で
き
な
い
面

定
年
な
ど
で
第

一
線
の
職
業
生
活
か

ら
退

い
た
に
し
て
も
、
そ
れ
は
決
し
て

社
会
そ
の
も
の
か
ら
引
退
し
た
わ
け
で

日
本
社
会
事
業
大
学
教
授
　
一二
浦

一又
夫

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
に
培

っ
て

き
た
豊
か
な
知
識
と
経
験
を
、
広
く
社

会
の
た
め
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い

の
で
す
。

い
ま
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
復
権
が
叫

ば
れ
て
い
ま
す
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
よ
り
充
実
し
、
い

っ
そ
ぅ
キ
メ
細
か
な
施
策
が
展
開
さ
れ

る
よ
う
に
な

っ
て
も
、
行
政
が
肩
代
わ

り
で
き
な
い
面
が
あ
り
ま
す
。
人
間
的

な

つ
な
が
り
に
よ
る
連
帯
感
の
共
有
、

情
緒
的
な
心
の
安
定
、
孤
独
を

い
や
し

て
く
れ
る
仲
間
意
識
、
生
き
る
気
持
ち

の
張
り
…
…
な
ど
で
、
こ
れ
ら
は
す
べ

て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
よ

っ
て

も
た
ら
さ
れ
る
も
の
で
す
。

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
づ
く

り
を

担
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
は
、
そ
の

地
域
に
長
く
住
み
、
し
か
も
十
分
な
余

暇
が
あ
り
、
豊
か
な
社
会
的
経
験
を
も

つ
人
が
適
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
条
件
を
最
も
よ
く
満
た
し

て
い
る
の
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
お
年
寄
り

の
皆
さ
ん
で
す
。
大
い
に
地
域
社
会
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
が

一
方
で
は

自
分
自
信
の
生
き
が
い
の
創
造
に
も
つ

な
が
る
の
で
す
。

お
年
寄
り
の
豊
か
な
知
識
と
経
験
が

十
分
に
生
か
さ
れ
な

い
の
は
、
大
き
な

社
会
的
損
失
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
中
心
的
な

役
割
は
自
分
た
ち
が
担
う
―
―
そ
う

い

う
自
覚
を
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
に
ぜ
ひ

も

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（談
）

と
こ
ろ
が
、
定
年
後
の
長

い
老
後
生

活
で
は
、
仕
事
よ
り
も
、
日
常
生
活
と

向
き
合
う
こ
と
が
次
第
に
多
く
な
り
ま

す
。
食
事
を
は
じ
め
と
す
る
自
分
の
身

の
回
り
の
こ
と
が
、
そ
れ
な
り
に
で
き

る
か
ど
う
か
―
十

一
人
の
人
間
と
し
て

の
自
立
が
問
わ
れ
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
奥
さ
ん
と

一

緒
に
家
事
を
や

っ
て
み
る
―
―
‐自
立

ヘ

の
挑
戦
を
心
が
け
て
い
た
だ
き
た
い
と

思

い
ま
す
。 コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の

先
頭
に
立
と
う

(2)
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唾 高
山
武

助
役

を
選
任

八

月

臨

時

市

議

会

第
十
九
回
市
議
会

（臨
時
会
）
が
、

八
月
十

一
日
と
十
二
日
に
開
か
れ
ま
し

た
ｃこ

ん
ど
の
議
会
は
、
古
川
小
学
校
の

校
舎
、
給
食
室
改
築
の
工
事
請
負
契
約

の
締
結
と
任
期
満
了
に
よ
る
助
役
の
選

任
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
議
案
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

■
古
川
小
学
校
校
舎
給
食
室
改
築
本
体

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（工

事
契
約
金
額
は
二
億
七
千
八
百
万
円
）

■
筑
後
市
助
役
の
選
任
に
つ
い
て

お気軽 t

皓 ください

r
人
権
擁
護
委
員
に
紫
原
さ
ん

・
城
崎
さ
ん

昭
和
六
十

一
年
七
月

一
日
付
で
、
紫

原
長
さ
ん

（流
）
、
城
崎
千
代
定
さ
ん

（水
田
中
）
が
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁

護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は

二
年
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
差
別
や
い
じ
め

名
誉
を
傷
つ
け
ら
れ
困
っ
て
い
る
人
、

相
続
や
家
庭
内
の
紛
争
な
ど
で
困
っ
て

い
る
人
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

電
話
は
、
紫
原
員
さ
ん

（五
二
―
三

〇
四
七
）
、
城
崎
千
代
定
さ
ん

（五
二

―
七
四
五
六
）
。

人
権
は
、
私
た
ち
が
幸
せ
に
暮
ら
す

う
え
で
最
も
大
切
な
権
利
で
す
。
相
手

の
立
場
を
考
え
て
、
豊
か
な
人
間
関
係

を
つ
く
り
、
明
る
い
社
会
を
築
き
ま
し

よ
＞，
ｏ
な
る
、
今
回
委
嘱
さ
れ
た
二
人
の
ほ

か
に
住
吉
満
さ
ん

（熊
野
、
電
五
二
―

五
二
三

一
）
、
山
下
勇
助
さ
ん

（久
富

電
五
二
―
七
七
六
〇
）
も
人
権
擁
護
委

員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

江
れ
く
選任 さ

高 山 武 助 役

高
山
武
助
役
の
略
歴

昭
和
二
年
十
二
月
二
十
七
日
生

ま
れ
、
五
十
八
歳
。
南
筑
中
学
校

卒
業
、
福
岡
県
農
業
技
術
員
養
成

所
卒
業
。

昭
和
二
十
二
年
八
月
福
岡
県
経

済
部
農
政
課
、
昭
和
五
十
四
年
か

ら
福
岡
県
農
政
部
農
業
振

筑
後
農
林
事
務
所
長
な
ど

現
住
所
は
、
筑
後
市
大
字

長
浜

二
〇
三

二
番
地

の

一
一
。

ま

ち

を

美

し

く

し

ま

し

ょ

う

九
月
十
八
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で

の
一
週
間
は
、
県
下

一
斉

『ご
み
不

法
投
棄
防
止
週
間
』
で
す
。

私
た
ち
の
生
活
環
境
が
ご
み
の
不

法
投
葉
に
よ
っ
て
汚
さ
れ
て
い
ま
す

清
潔
で
住
み
よ
い
生
活
環
境
を
つ

く
る
た
め
、
私
た
ち

一
人

一
人
が
ご

み
の
不
法
投
葉
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

郵
便
外
務
職
員
を
募
集

九
州
郵
政
局

で
は
、
九
州
管
内

の

郵
便
局

に
勤
務
す

る
郵
便
外
務
員
を

次

の
と
お
り
募
集
し

て

い
ま
す
。

畷
採
用
予
定

人
員

約
百
人
（北
九
州

地
区
七
十

人

、
南
九
州
地
区
三
十
人

）

園
応
募
期
間

　

九
月

一
日
か
ら
十

日

ま

で

団
試
験

日
　
十

月
十

二
日

（
日
）

國
試
験
地
　
久
留
米
市
な
ど
十
四
カ
所

詳

し
く

は
、
筑
後
郵
便
局

⌒電
≡

‐

〈
垂

一三
）

へ
お
尋
ね
く
だ

さ

い
。

無

料

住

宅

相

談

県
住
宅
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
と

お
り
無
料
住
宅
相
談
を
行
い
ま
す
。

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

畷
と
き
　
九
月
十

一
日

（木
）
午
前

十
時
二
十
分
か
ら
午
後
四
時
ま
で

団
と
こ
ろ
　
久
留
米
市
の
市
民
相
談

室
詳
し
く
は
、
県
住
宅
セ
ン
タ
ー

（

電

ｏ
全
，
生
一千
三
毛
）

ま
た
は
久

留
米
市
民
相
談
室

（電
夭
上

栗
こ
へ
。

講
座

。
教
室
ご
案
内

―
県
南
婦
人
セ
ン
タ
ー
ー

県
商
婦
人
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の

と
お
り
講
座

。
教
室
を
開
い
て
い
ま

す
。
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

団
カ
ラ
オ
ケ
　
毎
週
木
曜
日
午
後
六

時
三
十
分
～
八
時
三
十
分
、
男
女
十

五
人
、
受
講
料
九
千
円

國
水
泳

（婦
人
専
科
と
婦
人
初
心
者
）

専
科
は
毎
週
火
曜
白
、
初
心
者
は

毎
週
水
曜
日
午
後

一
時
～
三
時
、
女

各
二
十
人
、
受
講
料
八
千
円

■
申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
は
、
福

岡
県
立
県
南
婦
人
セ
ン
タ
ー

（柳
川

市
大
字
上
宮
永
町
四
六
―
三
、
電
話

男
圏
ヤ

三
珪
垂
五
）
ま
で
。
九
月

七
日
か
ら
受
付
、
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

な
る
、
各
講
座
と
も
十
月
か
ら
来

年
二
月
ま
で
各
二
十
回
で
す
。
ま
た

こ
の
ほ
か
に
社
交
ダ
ン
ス
、
ジ
ャ
ズ

ダ
ン
ス
、
料
理
講
座
も
あ
り
ま
す
。

嘲

(〔E3)



保
健
衛
生
だ
よ
り
υ
ほ
け
ん
え
い
せ
い
だ
よ
り
）
保
健
衛
生
だ
よ
り

胃
が
ん
校
診
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九
月
と
十
月
は
、
私
た
ち
の
健
康
を
確
認
す
る
た
め
の

″検
診
月
″

で
す
。
市
で
は
、
胃
が
ん
検
診
、
子
宮
が
ん
検
診
、　
一
般
検
診

（成

人
・
老
人
検
診
）
、
結
核
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

健
康
に
自
信
が
あ
る
方
で
も
、
年
に
一
回
は
必
ず
検
診
を
受
け
ま

し

よ

う

。

て
い
ま
す
。

怖
が
っ
た
り
、
お
っ
く
う
が
ら
ず
に

定
期
的
に
検
診
を
受
け
て
、
毎
日
楽
し

い
生
活
を
お
く
り
た
い
も
の
で
す
。

日
本
の
胃
検
診
技
術
は
世
界
的
に
も

進
ん
で
い
ま
す
。
毎
年
受
診
し
て
早
期

が
ん
で
発
見
す
れ
ば
確
実
に
治
り
ま
す
。

今
ま
で
受
診
し
た
こ
と
の
な
い
人
は

今
回
か
ら
必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

子
宮
が
ん
は
、

入

口
に
で
き
る
頸
が

ん
と
奥

に
で
き
る
体
が
ん
が
あ

り
、

日

本

人
女
性

に
で
き

る
が
ん
は
頸
が
ん
が

ほ
と
ん
ど

で
す
。
（
体

が
ん
は

一
部

で
す

）

頸
が
ん
は

早
期

に
発
見
さ
れ
や
す
く

０
期

の
早

期
が
ん

の
う

ち

に
見

つ
け

て

手
術
す
れ
ば

一
〇
〇
ど

治

り
ま
す
。
昨

年

は
二
人

の
が
ん
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。

子
宮

が
ん
検
診

は
、
わ
ず

か
数
分

で

終
わ

る
簡
単
な
検
査

で
す
。
年

に

一
回

は
検
診
を
受
け
ま

し

ょ
う

。

日
十
月

一
日

（
農
協
会
館

）

二
日

（農

協
古

川
支
所

）
三
日

（
保
健

セ

ン
タ
ー
）

は
、
胃
が
ん
検
診

と
子
宮
が

ん
検
診

が

一
緒

に
受

け
ら
れ
ま
す
。

■
申

し
込
み

は
、
次

の
日
程
を
ご
覧

に

な

っ
て
、
都
合

の
よ

い
日
を
市
役
所
保

健
管

理
課

（
電
五
三

―
四

一
一
一
）

へ
。

■
料
金

は
、
胃
が

ん
検
診
と
子
宮

が
ん

の
集
団
検
診
が
そ
れ
ぞ
れ
五
百
円
。
子

宮

が
ん

の
施
設
検
診
が

六
百
円

で
す
。

十
月

一
日
か
ら

一
カ
月
間
、
市
内
の

病
院

。
医
院

で

一
般
検
診

（
成
人

・
老

人
検
診

）
を
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
高
血
圧

・
心
臓
病

・
糖
尿

病

・
肝
臓
病
な
ど
、
成

人
病
を
早

期
発

見
し
よ
う
と
実
施
す

る
も

の
で
、　
一
般

検
診

（
尿
検
査

・
血
圧
測
定

・
診
察

な

ど

）
と
精
密
検
診

（
心
電
図

・
眼
底
検

査

・
肝
機
能
検
査

・
貧
血
検
査
な

ど

）

に
分

か
れ
ま
す
。　
一
般
検
診

で
異
常
が

あ

る
人
は
精
密
検
診
を
受
け

る

こ
と

に

な
り
ま
す
。

今
年

度
は
、
市
内
全
域

の
四
十
歳

か

ら
六
十
九
歳
ま

で
の
方

に
、

記
録
表
を

十
月

一
日
か
ら
送
り
ま
す

の
で
、
そ

の

記
録
表
を
持

っ
て
市
内

の
病
院

。
医
院

で
受
診

し

て
く
だ

さ

い
。
七
十
歳

以
上

の
方

の
記
録
表
は
、
病
院

。
医
院

に
準

備

し
ま
す
。
精
密
検
診

は
六
百
円
が

必

要

で
す
。

年

々
、
検
診
内
容

が
充
実
し
各
疾
病

の
早
期
発
見

に
役
立

っ
て

い
ま
す
。
漏

れ
な
く
受
診
し

て
く
だ

さ

い
。

集
団
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

９
月

・
１０
月
は

″検
診
月
″
で
す

胃
の
集
団
検
診
は
、
関
心
が
高
ま
り

毎
年
確
実
に
受
診
者
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
自
党
症
状
の
な
い
方
で
も
積
極
的

に
受
診

さ
れ

る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

そ

の
結
果
、

胃
が
ん
は
早
期
発
見
さ

れ

″
手
遅

れ
″

の
状
態
が
な
く
な

っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
気
付

か
な
か

っ
た
胃
潰
瘍
や

胃
炎
、
胃
ポ
リ
ー
プ

な

ど
も
発
見
さ
れ

OO

( 0

回コ島

子
ｇ
が
ん
執
診

胃がん検診の日程

10月 1日 (水)農 協会館 (女性の
み)子宮がんと同時

2日 (木)農 協古川支所
子宮がんと同時

3日 (金)保 健センター
(女性のみ)

子宮がんと同時
7日 (火)農 協 ,焉問田出張所
8日 (水)農 協会館
9日 (本)保 健センター
14日 (火)農 協会館
15日 (水)保 健センター
16日 (本)保 健センター

子宮がん検診の日程

〔集団検診〕

9月 25日 (木)農協会館
26日 (金)農協,焉間田出張所
-9時、農協会館一
10時30分

10月 1日 (水)農協会館
2日 (木)農協古)II支所
3日 (金)保健センター
〔施設検診〕 10月 1日 ～31日

内藤産婦人科 (和泉東)

熊谷産婦人科 (藤 島)
山上産婦人科 (上 町)
筑後市立病院 (和泉西)

″
般

校

診

（成
人

・
老
人
検
診
）

(44卜)
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‐２
日

（
午
前

）
山

ノ
井
東

の
グ

ッ
デ
ィ
　

　

２４
口

（
午
前

）
赤

坂

の
野

口
飴
店
前
　
　
　
日

受
診
票

が
な

い
方

は
、
会

場

で
準
備

駐
車

場
、
そ

の
後
和
泉
東

の
新

川
綿
業

　

　

（午
後

）
大
和

の
田
島
商
店
横

　
　
　
　
　
し
ま
す
。

倉
庫
前
、

（午
後

）
二
本
松

の
カ
ト

レ
　

　

２５
日

（午
前

）
西
牟

田
町

の
島
津
織
物

九
月
十
二
日
か
ら
十
月
一
日
ま
で
、

結
核
検
診
車
が
ま
い
り
ま
す
。
今
年
は

市
内
の
北
部
地
区

（筑
後

・
羽
犬
塚

・

松
原

・
筑
後
北

。
西
牟
田
校
区
）
を
重

点
に
回
り
ま
す
。

■
十
五
歳
以
上
で
、
学
校
や
勤
め
先
な

ど
で
結
核
検
診
が
受
け
ら
れ
な
い
方
が

対
象
で
す
。
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で

す
が
南
部
地
区
の
方
も
、
最
寄
り
の
会

場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

予

防

核

種

保
健
セ
ン
タ
ー

ー
時
３０
分
～
２
時
３０
分

■
三
種
混
合

（ゾ

フ
テ
リ
ア

・
百
日
咳

・
破
傷
風
）

１０
日
　
筑
後

・
羽
犬
塚

。
松
原

・
筑
後

北
校
区

ア
美
容
室

駐
車

場

‐６
日

（午
前

）
筑
後

小
学
校

（
午
後

）

長
浜
公
民
館

‐７
日

（午

前

～
午
後

）

市

民
会
館

前

‐８
日

（午
前

）
上
原

々
の
田
中
正

男

さ

ん
宅
前

（午
後

）
羽
犬
塚
中

学
校

‐９
日

（午
前

）

ラ
サ

エ
業
食
堂
前
広
場

（午
後

）

一
条
公
民
館

２２
日

（午
前

）
欠
塚
公
民
館

、
そ

の
後

蔵
数
公
民
館

　

（午
後

）
前
津

公
民
館

２４
日
　
古
川

・
水
洗

・
水
田

・
下
妻

・

古
島

・
二
川

。
西
牟
田
校
区

団
対
象
者
は
、
生
後
二
十
四
カ
月
か
ら

四
十
八
カ
月
未
満
の
お
子
さ
ん
で
す
。

一
期
は
、
二
歳
に
な
っ
て
か
ら
毎
月

続
け
て
三
回
し
ま
す
。
二
期
は
、　
一
期

終
了
後

一
年
か
ら

一
年
半
の
間
に
一
回

し
ま
す
。

こ
の
間
に
接
種
で
き
な
か
っ
た
と
き

倉
庫
前

（午
後
）
寛
元
寺
公
民
館

２６
日

（午
前
）
窓
ケ
原
公
園
南
倒
入
口

駐
車
場

（午
後
）
久
富
の
徳
随
寺

２９
日

（午
前
）
農
協
会
館

（午
後
）

熊
野
の
熊
野
神
社

３０
日

（午
前
）
九
州
農
業
試
験
場

（午

後
）
熊
野
の
坂
東
寺
ス
ト
ア
前

１０
月
１
日
（午
前
～
午
後
）市
民
会
館
前

■
時
間
は
朝
十
時
か
ら
、
午
後
は
三
時

三
十
分
に
終
わ
り
ま
す
。

は
、
七
十
二
カ
月
を
限
度
に
二
種
混
合

（ヅ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

除
併
鉄
眩
（乳
・幼
児
）

保
健
セ
ン
タ
ー

ー
時
３０
分
～
２
時
３０
分

■
乳
児

（四
カ
月
児
）
検
診

３０
日
　
昭
和
６．
年
５
月
生
ま
れ
の
乳
児

身
長

・
体
重
測
定
の
ほ
か
、
内
科
医

と
整
形
外
科
医
の
診
察
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
栄
養
士
に
よ
る
離
乳
食
指
導
や

保
健
婦
に
よ
る
育
児
指
導
、
家
族
計
画

に
つ
い
て
の
説
明
を
し
ま
す
。
そ
の
後

小
児
が
ん

（神
経
芽
細
胞
腫
）
の
検
査

セ
ッ
ト
を
説
明
の
う
え
、
お
渡
し
し
ま

す
。

■

一
歳
半
児
の
検
診

１
日
　
昭
和
６０
年
２
月
生
ま
れ
の
幼
児

対
象
者
に
は
、
直
接
通
知
済
で
す
。

一
歳
半
は
、
発
達
の
重
要
な
区
切
り
で

す
。
対
象
者
は
必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

健

康

綱

談

■
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

毎
週
水
曜
日
の
午
後
１
時
３０
分
か
ら

２
時
３０
分
ま
で

■
保
健
セ
ン
タ
ー

５
日
と
１９
日

（第

一
と
第
二
金
曜
日
）

の
午
前
１０
時
３０
分
か
ら
■
時
３０
分
ま
で

配
水
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

２６
日

（第
四
金
曜
日
）
の
午
前
１０
時
３０

分
か
ら
■
時
３０
分
ま
で
。

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

江崎 億ちゃん
(昭和60年 8月 9日生)

江崎 賜さん (31)、 富美子さ

ん(27)の長男。 〔島田区〕

いつもおじいちやん、おば

あちゃんと元気に遊んでいま

す。「健康で、みんなに好か

れる子どもに育つて」と富美

子さん。

赤
ち
ゃ
ん
登
場
①

う

■

，
υ
保
健
衛
生
だ
よ
り
）
ほ
け
ん
え
い
せ
い

9月 の

多数 ご参加 を

9月 16日  常用東公民館
講師 坂井  猛先生ほか

9月 19日  上北島公民館
講師 永田 信久先生ほか

9月 22日 井 上公民館
講師 平井  連先生ほか

時間はいずれも夜7時 30分から

(5)
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九州大会で優勝闊中400mリレー)

8月 10日 、大分市営陸上競技場で開

かれた九州地区大会で、羽犬塚中学校

低学年 (1～ 2年生)女子が、 400m
リレーでみごと優勝に輝いた。

18日 、優勝の喜びを近藤廣康市長に

報告 〔写真〕。優勝したメンバーは、

次のとおり。

中村明子さん (2年 )、 城戸貴子さ

ん (1年 )、 篠原薫さん (1年 )、 近

藤明美さん (2年 )

ボイ捨てはやめて/と子どもたち
10日 と24日 、熊野子ども会と上原々

子ども会が、区内を美しくしようと「

空かん 。空びん拾い」をした。

これは、同区環境衛生協議会と一緒

になって毎年実施 しているもので、拾

っても1合ってもキ徐てられる空かんに、

子どもたちは「車からのポイ捨てはや

めて」と訴えていた。 〔写真は、熊野

区内を5班 に分かれ空かん拾いをする

子どもたち

暮

ら

し

の

十五夜

情

報

(6)

昭和 61年 9月 1日  39o号

９

月

９

日

は

九
月
九
日
は

「救
急
の
日
」
で
す
。

こ
の
日
を
含
む
九
月
六
日
か
ら
十
二
日

ま
で
の
一
週
間
を

「救
急
医
療
週
間
」

と
き
め
、
救
急
車
の
正
し
い
利
用
と
救

急
医
療
業
務
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
市

・
医
師
会

・
消
防
署
で
は
、
次

の
と
お
り
血
圧
測
定
、
血
液
型
の
判
定

問
診
な
ど
の
健
康
相
談
を
実
施
し
ま
す

ま
た
、
と
っ
さ
の
事
故
の
応
急
処
置

と
し
て
、
人
工
呼
吸
法
や
止
血
法
な
ど

を
消
防
署
員
が
指
導
し
ま
す
。
気
軽
に

お
立
寄
り
く
だ
さ
い
。

國
と
き
　
九
月
六
日

（土
）
午
後

一
時

二
十
分
か
ら
三
時
二
十
分
ま
で

餞
と
こ
ろ
　
山
下
眼
科

（
ユ
ニ
ー
ド
の

西
隣
）
の
駐
車
場

な
お
、
救
急
車
、
指
令
車
な
ど
に
よ

救

急

の

日

で

す

日

ご

ろ

か

ら

安
全

へ
の
心
く
ば

り
を

私
た
ち
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す

る
か
予
測
で
き
な
い
事
故
や
病
気
な
ど

の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

事
故
や
急
病
の
と
き
、
ど
の
よ
う
に

安
全
に
敏
速
に
処
置
す
る
か
、
日
ご
ろ

か
ら
心
掛
け
て
い
た
い
も
の
で
す
。
そ

れ
が
私
た
ち
の
生
命
を
左
右
す
る

″
カ

ギ
″
と
も
な
り
ま
す
。

■
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
正
し
い
応

急
手
当
の
知
識
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う

田
日
曜
。
祝
日
の
当
番
医
を
確
め
て
お

き
ま
し
ょ
う

（わ
か
ら
な
い
と
き
は
消

防
署
＝
電
王
生
蜜
ｏ
へ
尋
ね
る
）

■
日
ご
ろ
か
ら
、
何
で
も
相
談
で
き
る

ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー

（か
か
り
つ
け
の
医

師
）
を
も
っ
て
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

備
え
ま
し
ょ
う

ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
は
、
患
者
の
体
質

と
か
特
徴
、
か
か
り
や
す
い
病
気
、
日

常
生
活
、
性
格
、
家
庭
の
こ
と
な
ど
も

よ
く
知
っ
て
い
て
、
緊
急
時
に
も
正
確

に
、
早
く
判
断
で
き
ま
す
。

な
お
、
救
急
以
外
は
、
診
療
時
間
内

に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

人
事
課
で
は
、
次
の
と
お
り
市
役
所

の
一
般
事
務
職
員
と
給
食
調
理
員
の
採

用
試
験
を
し
ま
す
。

希
望
者
は
、
九
月
十
六
日

（火
）
か

ら
九
月
二
十
日

（火
）
ま
で
に
人
事
課

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（平
日
は

午
前
八
時
四
十
五
分
か
ら
午
後
五
時
ま

で
、
土
曜
日
は
正
午
ま
で
受
付
）

■
職
種

・
採
用
予
定
者
数

一
般
事
務
職
員
＝
若
干
人

給
食
調
理
員
　
＝
若
千
人

■
受
験
資
格

昭
和
三
十
七
年
四
月
二
日

（身
体
障

害
者
に
つ
い
て
は
昭
和
三
十
四
年
四
月

二
日
）
か
ら
昭
和
四
十
四
年
四
月

一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
高
卒
程
度
の

学
力
の
あ
る
者

（来
春
卒
業
予
定
者
を

含
む
）

■
試
験

第

一
次
試
験
＝
十

一
月
九
日

（日
）

一
般
教
養
科
目
に
つ
い
て
の
択

一
式

に
よ
る
筆
記
試
験
。
　
ご
画
卒
程
度
）

第
二
次
試
験
＝
十
二
月
の
予
定

（
一
次

試
験
合
格
者
の
み
に
実
施
）

作
文

・
適
性

・
面
接

・
体
力

。
身
体

検
査

（給
食
調
理
員
は
作
文
を
除
く
）

■
そ
の
他

身
体
障
害
者
の
方
は
、
申
し
込
み
の

際
に
障
害
者
手
帳
を
提
示
く
だ
さ
い
。

労
働
条
件

。
待
遇
な
ど
詳
し
く
は
、

人
事
課

（電
話
五
三
―
四

一
一
一
）
ヘ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
は
、
人
事
課
に
あ
り
ま
す
。

る
街
頭
啓
発
市
内
パ
レ
ー
ド
も
行
わ
れ

ま
す
。救

急

車

は

正

し

く

ご

利

用

く

だ

さ

い

市
の
消
防
署
に
は
救
急
車
が
二
台
。

こ
の
救
急
車
は
市
内
仝
域
と
九
州
自
動

車
道
な
ど
で
の
交
通
事
故
や
急
病
人
の

救
急
活
動
に
、
昼
夜
を
問
わ
ず
出
動
し

て
い
ま
す
。
昨
年
は
七
百
四
十
回
の
出

動
と
な
り
ま
し
た
。

安
易
な
使
用
や
タ
ク
シ
ー
代
ゎ
り
に

利
用
す
る
の
は
、
突
発
事
故
や
ほ
ん
と

う
に
必
要
な
と
き
に
支
障
を
き
た
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。
救
急
車
は
安
易
な
利

用
を
避
け
、
正
し
く
利
用
し
て
く
だ
さ

し

市

職

員

を

募

集
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九
月
は

「障
害
者

雇
用
促
進
月
間
」
で

す
。職
業
的
自
立
の
意

欲
を
も
ち
な
が
ら
働

く
機
会
を
待
っ
て
い

る
障
害
者
が
い
っ
ぱ

い
い
ま
す
。

障
害
者
の
能
力
を

生
か
す
た
め
、　
一
人

で
も
多
く
皆
さ
ん
の

職
場
へ
迎
え
入
れ
て

く
だ
さ
い
。

障
害
者
の
雇
用
を
促
進
す
る
た
め

に
、
い
ろ
い
ろ
な
雇
用
助
成
の
制
度

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

事
業
所
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
八
女
公
共
職
業
安
定

所

（電
〇
九
四
三
二
―
三
―
六

一
八

八
）
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー

定

例

講

座

案

内

健
康
美
容

体
操
講
座

（
１

・
２２
日

社
交
ダ

ン
ス
講
座

（
２

・
９

ｏ
ｌ６

・

３０
日
）、
手
編
み
講
座

（
２

・
１６
日
）、

乳
幼
児
教
育
学

級

（
２

・
９

ｏ
ｌ６

・

２４

・
３０
日
）、
料
理
講
座

Ⅱ
部

（
３

・

・７
日
）、
料
理
講
座

Ｉ
部

（
１０
日
）、
高

齢
者
講
座

（
４

・
１８
日
）、
女
性

セ
ミ

ナ
ー

（
１０

・
２４
日
）、
古

川
校
区
婦

人

学
級

（
１１
日
）

障害者に職場と生きがいを′
-9月 は障害者雇用月間です一

歩 自

こ 然

う 歩

大 道

会 を

第
五
回
自
然
歩
道
を
歩

こ
う
大
会

が

次

の
と
お
り
全
国

一
斉

に
行
わ
れ
ま
す

久

留
米
市

の
高
良

山
自
然
歩
道
を

、

あ
な
た
も
歩
き
ま

せ
ん
か
。

畷

と
き
　

十
月

五
日

（
日

）
午
前

九
時

鰻
集
会
場
所
　
久

留
米
市
石
橋
文
化

セ

ン
タ
ー

（
弁
当

・
水
筒
を

持

っ
て
き
て

く
だ

さ

い
）

畷

コ
ー
ス
　

石
橋
文
化

セ

ン
タ
ー
↓
高

良
大
社
↓
森
林
公
園
↓
兜
山
キ
ャ
ン
プ

場
↓
柳
坂
は
ぜ
並
本
↓
久
大
線
善
導
寺

駅

（解
散
）
約
十
五
キロ
房

⑮
申
し
込
み
は
、
市
社
会
教
育
課
体
育

係

（電
垂
生
垂
六
）
ま
で
。

１０

月

中

旬

発

売

予

定

昭
和
６２
年
版
の
県
民
手
帳

毎
年
好
評
の
県
民
手
帳
の
購
入
予
約

受
付
を
始
め
ま
し
た
。

こ
の
手
帳
は
、
福
岡
県
統
計
協
会
が

発
行
す
る
も
の
で
、
執
務
と
日
常
生
活

に
役
立
つ
最
近
の
資
料
が
収
録
さ
れ
、

さ
ら
に
使
い
や
す
く
、
見
や
す
く
編
集

さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
よ
き
伴
り
ょ
と
し
て
普
通

版

・
大
型
版
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
、
ハ
ン
ド

バ
ッ
ク
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

成
人
式
ま
た
お
得
意
さ
ま
な
ど
へ
の

贈
り
も
の
に
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

大
き
さ
は
、
普
通
版
七

。
三
↓
×
十

二

・
○
を
、
大
型
版
八

・
九
↓
Ｘ
十
四

。
一
ル
で
す
。
価
格
は
、
三
百
八
十
円

と
三
百
七
十
円
で
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
九
月
二
十
日
ま

で
に
各
行
政
区
長
さ
ん
、
ま
た
は
企
画

課
広
報
統
計
係

（電
垂
‐
聖
三

）
ヘ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

一-7月 の人の動き
出 生    31人

死 亡    22人
人口計 43,350人

(前月より  人 )

男   20,673人
女   22,677人
世帯数 11,461戸

―――一住民基本台帳から

7月 の交 通事 故 状 況

発生作数 35件 (196)

負傷者数 41人 (263)

死亡者数  0人 (1)
※ ( )内は 1月 から7

月までの累計です。

◎死亡事故「ゼロ」は159日

(7月 31日 現在)

筑後市交通安全対策協議会資料

ち

っ
ご

祭

り

９

月

１３

日

ｏ
ｌ４

日

の

２

日

第
十
八
回

「ち
っ
ご
祭
り
」
は
十
三

日
（土
）、
十
四
日

（日
）
の
二
日
間
、

市
役
所
前

・
裏
の
広
場
な
ど
を
中
心
に

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

十
三
日
午
後

一
時
か
ら
花
自
動
車
を

先
頭
に
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
子
ど
も
み

こ
し
、
早
か
ご
競
争
な
ど
昨
年
ど
お
り

十
三
日
と
十
四
日
の
二
日
間
に
わ
た

っ
て
行
わ
れ
る
も
の
は

「行
政
区
対
抗

カ
ラ
オ
ケ
大
会
」
＝
市
民
会
館
、

「物

産
展
」
、

「健
康
展
」
＝
勤
労
婦
人
セ

ン
タ
ー
で
す
。
　
で
ヽ
ス
筑
後
コ
ン
テ
ス

ト
」
は
十
四
日
午
前
十
時
か
ら
勤
労
婦

人
セ
ン
タ
ー
で
す
。

私
た
ち
市
民
の
お
祭
り
で
す
。
家
族

揃
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

性
(7)

‐
Ч

「筑後クラブ」が全国大会ヘ

小学生女子 400mリ レーに54秒 9の

記録をもつ筑後クラブカ乾9日 、東京、

霞 ケ丘国立競技場で開かれる全国大会

に福岡県代表として出発した。

出発の前に近藤廣康市長を訪間 〔写

真〕。市長から「しっかり頑張つてく

ださい」と激励の言葉をうけていた。

メンバーは、次のとおり。

平井あずささん (筑後小 6年 )、 中尾

百合枝さん、栗原由紀さん、大籠真理

子さん (松原小 6年 )、 牟田口育恵さ

ん (筑後小 6年 )

自動車に乗ったらシートベルト

4日 、市役所前の国道 209号 で、市

交通安全協会などでセーフティステー

ションを開き、運転者に安全運転を呼

びかけた。

この日は、暑い中で少しでも涼しく

ドライブを楽しんでもらおうと、 うち
わを配っていた。
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カットは、絵画グループ「 トロヮ」

江崎 博之 さん rr喜,田 )

家

庭

と
文

化

鬱 離誠猛迎
〔児童向き〕 団竹下文子「むぎわ
らば うし」 ⑮岸武雄「 えっちゃん
のあけた青いまど」 ⑮ わかやまけ
ん「 にわか雨はざんざんぶ り」 鰻
アダムス「竜宮城へいった娘」 ⑩
山下明生「海のコウモリ」 國鈴木
喜代香「五木の子守歌物言乳  ⑬横
田進「古代をかける少年」 餞坂井
ひろ子「地の底の小鳥」 ⑮ス トラ
ッチャン「二十五人の箱舟」

〔一般向き〕 ⑮学習研究社「親 か
ら子 に伝 えたい昭和の子 どもたち」

⑩志摩不二雄「十代の黄信号J 鰯
日本交通公社「昆虫飼育テクニック

」 鰯渡辺昭夫「戦後 日本の対外政
策」 醒小鳴一郎「だれにも出番が
ある学校」 ⑬ フジテレビ出版「子
猫物言詢  ⑮柏木由紀子「上 を向い
て歩こう」 ⑮江藤淳「近代以前」
〔日曜開館 日〕 7日 ・ 21日
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今

月
は
農
協

に
結
集
す

る
お
母

さ

ん
た
ち

の
グ

ル
ー
プ

「
五
月
会
」

の

皆

さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。

会
員
全
員
が
６０
歳
以
上

五
月
会
は
、
農
家
の
婦
人
で
結
成

し
た
グ
ル
ー
プ
で
す
。
婦
人
会
の
役

員
な
ど
を
卒
業
し
、
生
活

（心
身
と

も

）
に
ゆ
と
り

が

で
き
た
た
め

健
康

で
長
生

き

し
、
楽
し
く
過

ご

せ

る

憩

い

の

場
を
つ
く
ろ
う

と
市
内
全
域
か
ら
二
十
四
人
が
集
ま

っ
た
の
が
昭
和
五
十
五
年
五
月
。

五
月
に
発
足
し
た
た
め
、

「五
月

会
」
と
名
前
を
つ
け
、
今
年
で
七
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。

現
在
は
、
四
十
二
人
の
会
員
が
農

協
の
生
活
指
導
員
の
指
導
で
楽
し
く

手
芸

。
料
理

・
茶
道
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
の
勉
強
会
を
毎
月

一
回
以
上
開

い
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
十
月
十

一
日

・
十
二
日

に
行
わ
れ
る
農
業
ま
つ
り
で
展
示
即

売
す
る
た
め
の
大
豆
を
五
〇
ど
使
用

し
た
減
塩

・
無
添
加
の
手
作
り
味
噌

を
作

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
手
作
り
味

噌
は
、
消
費
者
に
人
気
抜
群
で
恒
例

に
な
っ
た
農
業

ま
つ
り
で
は
、

い
つ
も
品
切
れ

と
な

っ
て
し
ま

い
ま
す
。
今
年

は
三
俵
作

っ
て

い
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

年
は
、
全
員
が
六
十
歳
以
上
で
す

が

「見
て
く
だ
さ
い
／
み
ん
な
女
ら

し
く
て
若
い
で
シ
ョ
／
」
と
、
会
長

の
秋
山
ン
ト
エ
さ
ん
。

主
人
の
協
力
に
も
感
謝

六
十
歳
を
過
ぎ
て
も
農
家
の
主
婦

は
、働
き
盛
り
、農
業
を
営
む
た
め
に

は
無
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。

月
に

一
度
か
三
度
の
五
月
会
に
出

か
け
る
に
も
主
人
の
協
力
が
必
要
で

す
が
、
約
三
分
の

一
の
ご
主
人
が
農

協
の
五
月
会
の
会
場
ま
で
マ

イ
カ
ー
で
送
迎
し
て
く
れ
る

と
い
う
協
力
ぶ
り
に
は
、
ほ

ん
と
う
に
感
謝
し
て
い
ま
す

と
口
を
揃
え
る
。

小
さ
な
集
落
で
の
近
所
付

き
合
い
も
大
切
で
す
が
、
市

内
全
域
か
ら
集
ま
る
五
月
会

で
の
友
達
付
き
合
い
を
は
じ

め
て
か
ら
は
、
夫
婦
の
間
も

な
お

一
層
仲
む
つ
ま
じ
く
な

っ
て
幸
せ
い
っ
ぱ
い
の
よ
う

で
す
。会

員

を

募

集

五
月
会
で
は
、
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
若
返
っ
て

長
生

き
し
た

い
方

は
、
ご

入
会

し

て

く
だ

さ

い
。

（
た
だ

し
、
農
家

で
六

十
歳

以
上

の
女
性

に
限
り
ま
す

）

申

し
込

み
は
、
筑
後
市
農
協

生
活

指
導

員

（城
崎

）
ま

で
。

▽
グ
ル
ー
プ
紹
介
△
⑩

シ
リ
ー
ズ
私
た
ち
の
仲
間

「五

月

会
」

がんを防 ぐための 12か 条
1.バ ランスのとれた栄養をとる
2.毎 日、変化のある食生活を
3。 食べすぎをさけ、脂肪はひかえめに

4. お1酉はほどほどに

5。 たばこを少なくする

6.適量のビタミンと繊維質のものを多くとる

7.塩辛いものは少なめに、熱いものはさましてから
8.焦 げた部分はさける
9.か びの生えたものに注意
10.光 に当たりすぎない

11.適度にスポーツをする

12.体 を清潔に

(8)


